
当
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
「
二
〇
一
七

年
度
差
別
の
歴
史
を
考
え
る
連
続
講
座
」

の
第
五
回
・
第
六
回
を
京
都
府
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
で
、
一
〇
月
二
七
日
・
一

一
月
一
〇
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。
詳
し

く
は
年
度
末
に
発
行
予
定
の
講
演
録
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

現
在
、
毎
年
二
万
人
を
超
え
る
自
死

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
研

究
に
お
い
て
葬
送
等
の
死
後
の
扱
い
に

関
す
る
研
究
は
あ
る
が
、
武
士
の
切
腹

以
外
の
自
死
に
つ
い
て
は
殆
ど
研
究
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
清
水
寺

の
門
前
で
の
出
来
事
等
を
記
録
し
た

『
成
就
院
日
記
』
や
知
恩
院
の
役
僧
に

よ
る
寺
務
日
記
『
日
鑑
』
を
読
む
と
数

多
く
の
心
中
・
自
死
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
誰
が
・
ど
の
よ
う
に

亡
く
な
り
・
ど
う
扱
わ
れ
た
の
か
が
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
禄
期
、
歌
舞
伎
な
ど
で
心
中
物
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
心
中
が

流
行
す
る
。
日
記
で
は
享
保
七
年
を
境

に
そ
の
死
骸
の
扱
い
が
変
わ
る
。
そ
れ

ま
で
は
親
族
な
ど
に
引
き
取
ら
れ
て
い

た
の
が
「
取
り
捨
て
」
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
生
き
残
っ
た
場
合
は
「
犯
罪
者
」

や
「
非
人
」
と
な
る
。
心
中
の
流
行
に

対
す
る
幕
府
の
取
締
り
強
化
で
あ
る
。

心
中
以
外
の
自
死
に
つ
い
て
は
、
そ

の
経
緯
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、

貧
困
や
病
気
な
ど
の
経
済
的
要
因
が
多

く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
死
骸
は
墓
地
へ

埋
葬
さ
れ
、
心
中
と
は
違
う
扱
い
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
現
代
は
自

死
を
忌
み
嫌
う
側
面
が
大
き
い
が
、
江

戸
時
代
は
忌
み
嫌
う
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
寺
院
日
記
の
中
に
自
死
が
ど
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

さ
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
自
死
者
と
そ
の
家

族
や
周
辺
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
眼
差

し
で
み
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
詳

し
く
説
明
さ
れ
た
。

一
九
二
三
年
四
月
、
朝
鮮
の
被
差
別

民
「
白
丁
」
の
解
放
を
め
ざ
す
衡
平
社

が
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
三
月
、
全

国
水
平
社
第
三
回
大
会
で
「
朝
鮮
ノ
衡

平
運
動
ト
連
絡
ヲ
図
ル
ノ
件
」
が
可
決

さ
れ
、
四
月
に
は
衡
平
社
第
二
回
大
会

に
祝
辞
が
送
ら
れ
、
衡
平
社
か
ら
は
謝

辞
が
送
ら
れ
た
。

こ
の
年
は
水
平
社
が
朝
鮮
問
題
に
最

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
年
で
あ
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
水
平
社
と
在
阪
朝
鮮

人
の
交
流
の
深
ま
り
が
あ
る
。
そ
れ
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
ア
ナ
キ

ス
ト
系
の
社
会
運
動
家
木
本
凡
人
で
あ
っ

た
。
一
九
二
一
年
に
部
落
問
題
を
扱
っ

た
講
演
会
を
大
阪
で
開
催
し
、
水
平
社

結
成
に
関
わ
っ
た
泉
野
利
喜
蔵
、
米
田

富
、
平
野
小
剣
な
ど
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
後
に
「
関
西
朝
鮮
人
聯
盟
」
を

結
成
す
る
李
善
洪
や
崔
善
鳴
ら
と
米
田

ら
を
結
び
つ
け
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ナ
キ

ス
ト
系
の
人
々
の
交
流
が
水
平
社
と
衡

平
社
と
の
交
流
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
二
四
年
末
の
「
遠
島
ス
パ

イ
事
件
」
に
よ
っ
て
、
衡
平
社
と
の
パ

イ
プ
役
で
あ
っ
た
米
田
や
平
野
の
影
響

が
水
平
社
に
及
ば
な
く
な
る
。
次
第
に

衡
平
社
と
の
交
流
は
か
げ
り
始
め
、
第

七
回
大
会
以
降
は
人
的
交
流
も
途
絶
え

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
新
聞
資
料
や
米
田
富
手
帳
の

記
述
な
ど
、
多
く
の
資
料
を
使
い
な
が

ら
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。
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１

は
じ
め
に

本
書
の
要
点
を
私
の

言
葉
で
ま
と
め
、
そ
の
後
、
成
果
と
課

題
を
述
べ
る
。

２

本
書
の
要
点

（
１
）
宇
賀
平
担
当
分

第
一
部
・
第

二
部
第
一
章
～
第
三
章

古
代

六
九
八
年
に
土
佐
国
か
ら
牛
黄

（
ご
お
う
）
を
献
じ
た
と
の
記
録
が
あ

る
。
土
佐
国
に
、
こ
の
頃
、
腑
分
け

や
薬
効
に
長
け
た
人
た
ち
が
い
た
筈
。

七
六
一
年
に
は
、
土
佐
国
を
含
む
諸

国
が
牛
角
を
貢
上
し
て
い
る
。
古
代

の
牛
馬
や
皮
革
に
か
か
わ
る
一
定
の

知
識
や
技
術
が
中
世
に
継
承
さ
れ
た

筈
。

中
世

聖
や
乞
食
が
、
荘
園
体
制
や
形

成
途
上
の
旦
那
場
の
制
約
の
も
と
で
、

宗
教
的
活
動
を
し
て
い
た
。
そ
の
活

動
が
旦
那
場
の
確
立
を
促
し
た
筈
。

永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
十
一
月
二
日

付
の
「
か
わ
た
四
郎
」
が
下
人
を
買
っ

た
売
券
が
あ
る
。
土
佐
で
は
「
か
わ

た
」
「
皮
師
」
「
皮
屋
」
な
ど
皮
革

製
造
・
革
細
工
を
直
截
に
示
す
呼
称

が
先
行
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
皮
革
製
造
集
落
は
、
皮
革

製
造
・
革
細
工
を
生
業
と
し
、
さ
ら

に
聖
や
乞
食
な
ど
も
受
け
入
れ
た
。

そ
の
集
落
の
者
は
「
坂
の
者
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
坂
の
者
」

の
頭
は
「
長
吏
」
と
呼
ば
れ
た
。

長
宗
我
部
支
配
期

「
坂
の
者
」
は

「
皮
給
」
等
を
給
さ
れ
、
制
度
的
に

は
職
人
身
分
で
あ
る
。
死
穢
等
の
汚

穢
を
取
り
除
く
「
掃
除
」
や
、
家
屋

に
漂
う
災
厄
や
不
浄
を
取
り
除
く

「
門
付
け
」
は
、
キ
ヨ
メ
に
か
か
わ

る
活
動
で
あ
る
が
、
触
穢
観
念
か
ら

忌
避
さ
れ
た
。
「
坂
の
者
」
集
落
に

は
、
皮
革
職
人
層
と
乞
食
・
聖
層
の

二
つ
の
階
層
が
あ
っ
た
。
乞
食
・
聖

層
が
「
門
付
け
」
を
し
て
廻
っ
た
。

土
佐
藩
政
期

一
六
〇
〇
年
に
山
内
一

豊
が
土
佐
の
国
守
と
な
り
入
国
す
る
。

①
掃
除
役
を
請
け
る

寛
永
五
年
（
一
六

二
八
）
付
の
文
書
に
「
国
中
か
わ
た
皮

役
銀
子
に
て
可
召
置
付
役
之
事
。
掃

除
之
外
相
應
之
儀
に
可
召
仕
事
」
と

あ
る
。
掃
除
役
は
「
御
城
・
侍
屋
敷

の
あ
る
廊
中
の
掃
除
」
で
あ
る
。
藩

政
初
期
、
掃
除
役
扶
持
と
し
て
、
五

四
石
給
付
さ
れ
た
が
、
元
和
改
革
で

そ
の
給
付
が
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

執
政
が
野
中
兼
山
の
と
き
、
五
石
復

活
し
た
。

②
掃
除
役
村

掃
除
役
村
が
新
た
に
開

発
し
た
土
地
は
掃
除
給
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
た
。
皮
革
の
上
納
に
代
え
て

「
運
上
」
の
納
入
と
な
る
。
右
の

「
相
應
之
儀
」
と
は
仕
置
役
で
あ
ろ

う
。
小
高
坂
・
袋
野
・
朝
倉
の
三
村

が
仕
置
役
を
勤
め
た
。
袋
野
と
朝
倉

は
掃
除
役
を
負
っ
て
い
な
い
。
小
高

坂
は
掃
除
役
も
勤
め
た
。
小
高
坂
に

は
長
吏
頭
（
筆
頭
長
吏
）
が
い
た
。
掃

除
役
村
は
幕
末
期
で
二
四
ヶ
村
ほ
ど
。

③
掃
除
役
扶
持
五
四
石
復
活
を
求
め
て

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
二
月
三
日

付
の
「
乍
恐
奉
御
訴
」
な
る
文
書
で
、

掃
除
役
扶
持
五
四
石
の
復
活
を
、
小

高
坂
・
長
浜
・
弘
岡
・
坂
折
・
左
川
・

赤
岡
・
小
田
山
の
長
吏
が
求
め
て
い

る
。
藩
は
、
藩
政
中
期
に
掃
除
役
給

付
に
伴
う
財
政
負
担
を
増
や
さ
な
い

方
策
と
し
て
、
「
ホ
イ
ト
ウ
（
乞
食
）
」

慣
行
に
事
寄
せ
て
、
村
々
の
寺
社
等

の
掃
除
や
見
廻
り
（
番
）
へ
の
報
酬

で
あ
る
「
一
升
物
・
投
上
げ
」
を
藩

の
掃
除
役
給
付
に
位
置
付
け
直
し
、

郷
浦
か
ら
「
一
升
物
・
投
上
げ
」
の

取
集
を
藩
の
公
認
事
項
に
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
よ

り
郷
浦
と
掃
除
役
村
の
間
に
新
た
な

緊
張
関
係
が
生
ま
れ
た
。
「
一
升
物
」

は
穀
物
、
「
投
上
げ
」
は
魚
を
得
る
。

④
旦
那
場
株

「
ホ
イ
ト
ウ
」
や
斃
牛

馬
取
集
は
、
旦
那
場
（
郷
）
に
ま
つ
わ

る
権
益
で
あ
り
掃
除
村
は
旦
那
場
株

（
郷
株
）
を
所
持
し
、
「
一
升
物
・
投

上
げ
」
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
旦

那
場
の
範
囲
は
近
世
以
前
の
慣
行
の

な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。

⑤
「
か
わ
た
」
身
分
の
制
度
化

「
坂

の
者
」

「
か
わ
た
」

「
え
た
」

と
社
会
的
系
譜
と
し
て
連
続
し
て
い

る
。
「
え
た
身
分
」
の
成
立
に
よ
り

制
度
化
が
完
成
す
る
。

⑥
浜
崎
村

野
根
郷
の
「
え
た
村
」
で

あ
る
浜
崎
村
は
、
池
村
の
枝
村
で
池

村
名
本
の
差
配
下
に
あ
っ
た
。
浜
崎

村
に
は
長
吏
・
長
吏
代
・
老
・
組
頭

が
い
た
。
一
八
三
八
年
の
人
口
は
三

三
六
人
（
家
数
五
四
）
。
掃
除
役
村
で

あ
る
が
遠
方
故
、
掃
除
役
銀
を
支
払
っ

て
城
下
近
辺
の
村
に
代
行
し
て
貰
っ

て
い
る
。
ま
た
、
農
業
・
漁
業
・
土

木
建
設
・
細
工
な
ど
を
行
い
、
さ
ら

に
地
下
役
の
指
示
で
地
域
の
治
安
維

持
に
も
従
事
し
た
。
幕
末
の
人
口
は

野
根
郷
の
人
口
の
一
五
％
で
あ
る
が
、

耕
作
田
畑
面
積
は
二
％
。
漁
業
で
は
、

船
持
ち
・
網
元
は
い
な
い
。
女
性
・

子
ど
も
を
含
め
全
戸
か
ら
地
引
網
の

引
子
に
出
て
い
た
よ
う
だ
。
磯
付
漁

場
で
の
海
藻
採
取
・
潜
り
漁
は
認
め

ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
細
工
品
は
草

履
が
主
。
官
作
地
で
農
作
業
も
し
て

い
る
。
こ
れ
は
救
恤
（
き
ゅ
う
じ
ゅ
つ
）

策
の
一
環
で
あ
る
。

⑦
地
引
網
と
船

『
南
路
志
』
の
赤
岡

村
の
部
分
に
「
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

改
帳
云
」
と
し
て
、
赤
岡
村
の
「
え

た
身
分
」
が
地
引
網
船
四
隻
・
地
引
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網
四
張
、
吉
川
村
の
「
え
た
身
分
」

が
地
引
網
船
四
隻
・
地
引
網
四
張
を

所
有
し
て
い
る
と
の
記
述
が
あ
る
。

⑧
藩
と
長
吏

安
政
年
間
に
作
成
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
『
式
例
提
要
』
の
中

に
、
「
掃
除
頭
勤
事
向
之
事
附
リ
穢

多
共
之
事
」
と
い
う
一
項
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
掃
除
頭
（
足
軽
）
は

三
支
配
（
町
方
・
郡
方
・
浦
方
）
の
申

し
出
を
受
け
、
「
面
縛
者
御
用
懸
り

之
穢
多
」
の
御
用
へ
の
出
勤
を
指
示

し
て
い
る
。
掃
除
頭
が
長
吏
へ
伝
え
、

長
吏
が
必
要
な
人
員
・
道
具
類
を
整

え
て
、
掃
除
頭
と
共
に
現
場
へ
出
向

く
。
御
用
向
き
は
、
犯
罪
人
の
入
牢
、

科
人
吟
味
の
際
の
白
州
へ
の
連
行
・

警
護
、
牢
死
人
の
片
付
け
等
で
あ
る
。

「
え
た
身
分
」
の
役
負
担
や
土
佐
一

円
の
「
え
た
身
分
」
に
か
か
わ
る
問

題
は
、
掃
除
頭
が
藩
庁
に
お
け
る
取

扱
の
窓
口
で
あ
る
。
「
え
た
身
分
」

か
ら
の
訴
え
事
や
日
常
生
活
に
関
す

る
事
柄
は
、
村
の
庄
屋
等
の
地
下
役

が
窓
口
で
あ
る
。
掃
除
役
と
科
人
御

用
は
掃
除
役
給
付
の
対
象
で
あ
る
。

長
吏
は
名
字
、
脇
差
等
を
許
さ
れ
、

「
士
分
扱
い
で
あ
る
」
と
受
け
止
め

て
い
る
。

⑨
『
真
覚
寺
日
記
』
か
ら

「
又
壱
人

の
穢
多
馬
を
引
當
浦
へ
鰹
の
煮
汁
を

買
ニ
来
る
ニ
奇
麗
成
袷
を
着
し
頭
ニ

入
野
仕
成
の
椶
櫚
（
し
ゅ
ろ
）
の
唐
人

笠
の
深
キ
を
か
ふ
り
、
腰
ニ
皮
の
腰

差
指
を
さ
し
馬
を
引
き
ゆ
く
有
様
ハ

一
向
穢
多
と
ハ
見
ヘ
す
、
頗
る
横
柄

（
お
う
へ
い
）
に
て
百
姓
の
煮
汁
買
と

馬
を
引
行
違
ふ
、
我
レ
を
知
れ
る
百

姓
と
見
る
時
ハ
御
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ト

い
ふ
、
夫
も
口
斗
に
て
笠
を
ぬ
が
ず

知
て
見
遁
し
ニ
す
る
百
姓
も
合
点
ゆ

か
す
」
と
あ
る
。
右
の
よ
う
な
「
分
」

を
こ
え
よ
う
と
す
る
「
え
た
身
分
」

の
人
も
い
た
。

「
解
放
令
」
と
近
代
の
土
佐

一
八
七

一
年
に
布
告
さ
れ
た
「
解
放
令
」
を
、

高
知
県
で
は
同
年
一
〇
月
一
二
日
付

で
県
内
各
地
へ
伝
達
し
た
。
『
大
変

記
』
に
は
、
禊
ぎ
の
祭
式
に
よ
り
ケ

ガ
レ
を
祓
う
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
「
そ
ん
な
こ
と
で
は
、
ケ
ガ
レ

は
な
く
な
ら
な
い
。
糞
（
く
そ
）
擔
桶

（
た
ご
）
を
洗
っ
て
清
浄
に
し
た
ら
、

酒
桶
に
な
る
か
（
要
約
）
」
と
揶
揄

（
や
ゆ
）
す
る
落
書
も
み
ら
れ
る
。

「
解
放
令
」
反
対
騒
擾

戸
波
・
坂
折
・

赤
岡
の
三
地
域
で
、
「
解
放
令
」
布

告
を
切
っ
掛
け
に
し
て
、
部
落
外
の

人
た
ち
に
よ
る
「
解
放
令
」
反
対
騒

擾
が
起
こ
っ
た
。
戸
波
で
は
、
部
落

の
人
た
ち
が
飲
食
店
の
座
上
に
上
が
っ

た
こ
と
で
、
「
堪
忍
不
成
」
と
村
中

が
武
器
を
携
え
て
部
落
襲
撃
に
向
か
っ

て
い
る
。
坂
折
で
は
、
「
百
姓
身
分

と
え
た
身
分
間
の
通
行
儀
礼
」
を
拒

否
し
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
隣
村

も
加
勢
し
、
部
落
を
包
囲
し
た
。
赤

岡
で
は
、
部
落
の
人
た
ち
は
網
代
の

場
所
な
ど
に
つ
い
て
我
慢
し
て
き
た

が
、
便
利
で
良
好
な
網
代
を
確
保
し
ょ

う
と
し
た
た
め
か
、
部
落
と
浦
人
が

衝
突
し
た
。

膏
取
（
あ
ぶ
ら
と
り
）
一
揆

膏
取
一
揆

は
、
貢
物
の
金
納
化
・
旧
藩
札
の
交

換
・
廃
仏
毀
釈
・
戸
籍
法
施
行
等
の

明
治
新
政
に
不
満
を
爆
発
さ
せ
た
民

衆
が
、
銃
な
ど
武
器
を
携
え
て
県
庁

へ
押
し
出
そ
う
と
し
た
一
揆
で
、
参

加
者
が
数
千
人
規
模
に
な
っ
た
。
襲

撃
箇
所
は
一
〇
箇
所
ほ
ど
。
戸
長
役

場
を
襲
い
戸
籍
関
係
書
類
を
破
棄
し
ょ

う
と
し
た
。
同
時
期
に
起
こ
っ
た

「
右
の
騒
擾
」
と
は
分
け
て
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
山
下
典
昭
担
当
分

第
二
部
第

四
章
・
第
五
章

部
落
外
の
「
解
放
令
」
の
反
応

「
解

放
令
」
発
布
を
受
け
て
、
そ
れ
を
受

け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
部
落
外
の
人

び
と
の
差
別
的
な
意
識
が
各
地
で
様
々

な
騒
動
や
軋
轢
（
あ
つ
れ
き
）
を
生
ん

だ
。
そ
ん
な
中
で
、
植
木
枝
盛
は
差

別
の
非
を
論
じ
、
徹
底
的
な
平
等
の

理
念
を
主
張
す
る
論
文
を
新
聞
に
掲

載
し
た
。

明
治
期
の
職
業
状
況

明
治
期
の
高
知

県
の
部
落
の
生
活
状
況
は
、
極
め
て

深
刻
な
様
相
を
示
し
て
い
た
が
、
一

九
一
二
年
七
月
二
五
日
付
の
『
土
陽

新
聞
』
に
よ
る
と
、
長
岡
村
の
部
落

で
は
「
戸
数
六
二
四

雑
貨
一
四

湯
屋
五

理
髪
二

大
工
二

商
業

九
〇

農
業
三
五
〇

雑
業
五
〇

陸
軍
大
尉
二

歩
兵
中
尉
・
二
等
獣

医
・
特
務
曹
長
・
一
等
計
主
・
巡
査
・

監
守
・
小
学
校
長
各
一

郵
便
局
員

二

下
士
三

上
等
兵
一
一
」
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
小
高
坂
村
の
部
落
は

「
生
業
は
男
子
専
ら
車
夫
を
業
と
し
」

と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
人
力
車
は

一
八
七
一
年
に
高
知
に
移
入
さ
れ
た
。

最
盛
期
に
は
一
八
八
七
年
頃
の
小
学

校
教
員
の
初
任
給
を
四
日
で
稼
い
で

い
た
が
、
乗
合
馬
車
（
一
八
八
七
年
）

や
電
車
（
一
九
〇
四
年
）
の
導
入
に
よ

り
次
第
に
収
入
減
と
な
っ
て
い
っ
た
。

学
制

近
代
以
前
は
寺
の
住
職
が
開
い

た
寺
子
屋
や
長
吏
が
開
い
た
寺
子
屋

で
学
ん
だ
よ
う
だ
。
近
代
の
公
教
育

は
一
八
七
二
年
に
発
布
さ
れ
た
学
制

に
よ
る
。
国
民
皆
学
を
目
指
し
た
が
、

そ
の
経
費
は
受
益
者
負
担
を
強
い
た

た
め
、
民
衆
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
。

一
八
七
五
年
の
就
学
率
は
「
全
国
約

三
五
％
・
高
知
県
約
二
二
％
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
の
様
々
な
取
組
に
よ
り
、

高
知
県
の
就
学
率
は
、
一
八
八
七
年

に
五
〇
％
を
超
え
、
一
九
〇
二
年
に

は
九
〇
％
を
超
え
た
。

簡
易
小
学
校

一
八
八
六
年
の
「
小
学

校
設
置
区
域
及
位
置
」
に
よ
れ
ば
、

部
落
の
学
区
は
他
と
切
り
離
さ
れ
、

別
学
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
部

落
の
学
校
は
す
べ
て
尋
常
小
学
校
（
四

年
制
）
で
な
く
、
簡
易
小
学
校
（
三
年

制
で
読
書
・
算
術
・
作
文
・
習
字
の
み
）

と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
簡
易
小
学

校
は
部
落
の
み
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

一
八
九
〇
年
の
「
小
学
校
令
改
正
」

で
、
簡
易
小
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
簡
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易
小
学
校
は
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ

れ
た
が
、
修
業
年
限
は
「
三
年
制
」

の
ま
ま
で
「
四
年
制
」
に
な
る
の
に
、

さ
ら
に
年
月
が
必
要
で
あ
っ
た
。

上
級
学
校

上
級
学
校
へ
の
進
学
は
非

常
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
一
二

年
七
月
二
五
日
付
の
『
土
陽
新
聞
』

に
よ
る
と
、
明
治
末
期
の
長
岡
村
の

部
落
の
人
口
三
二
八
四
名
の
内
「
陶

冶
学
校
（
師
範
学
校
の
前
身
）
卒
業
生

六

中
学
校
卒
業
生
一
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

（
３
）
吉
田
文
茂
担
当
分

第
二
部
第

六
章
～
第
九
章

部
落
改
善

野
中
部
落
は
、
一
九
〇
六

年
、
吉
本
代
次
郎
を
中
心
に
野
中
青

年
改
風
会
が
結
成
さ
れ
、
改
善
が
始

ま
っ
た
。
初
期
は
風
俗
改
良
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
貧
困
か
ら
の

脱
却
（
麻
裏
草
履
の
生
産
）
へ
運
動
の

軸
が
移
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
原
部

落
も
竹
島
敏
夫
が
一
九
一
〇
年
に
村

長
に
な
る
と
、
竹
島
は
私
財
を
担
保

に
し
て
銀
行
か
ら
低
利
資
金
の
融
通

を
受
け
、
こ
れ
を
部
落
に
転
貸
し
て
、

借
金
の
返
済
に
あ
て
さ
せ
た
。
さ
ら

に
、
竹
島
は
部
落
の
人
た
ち
が
土
地

購
入
や
事
業
資
金
を
得
る
た
め
の
保

証
人
に
な
っ
た
。
竹
島
の
並
々
な
ら

ぬ
尽
力
に
よ
り
、
原
部
落
の
生
活
状

況
は
改
善
し
た
。

部
落
改
善
の
政
策
化

一
九
一
〇
年
七

月
、
高
知
県
は
町
村
長
・
町
村
農
会

代
表
者
・
小
学
校
長
へ
部
落
改
善
の

方
針
を
示
し
て
い
る
。
教
育
者
・
宗

教
家
・
篤
志
家
を
総
動
員
し
て
改
善

を
行
お
う
と
し
た
。
一
九
一
四
年
に

な
る
と
、
県
当
局
よ
り
郡
長
・
警
察

署
長
に
対
し
て
、
経
済
状
況
の
安
定
・

風
俗
改
善
・
衛
生
状
態
の
改
善
の
三

点
に
わ
た
っ
て
部
落
改
善
の
具
体
策

が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
年
会
・

婦
人
会
・
改
善
会
・
農
事
改
良
実
行

組
合
・
納
税
組
合
・
学
齢
児
童
保
護

会
・
衛
生
組
合
・
信
用
組
合
・
販
売

組
合
・
生
産
組
合
な
ど
の
機
関
を
設

け
て
、
改
善
の
方
策
を
立
て
、
そ
の

結
果
を
報
告
せ
よ
と
い
う
「
通
牒
」

が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
は
警
察

官
が
部
落
改
善
の
推
進
役
を
担
っ
て

い
る
。
一
九
一
六
年
に
県
で
初
め
て

部
落
改
善
の
予
算
が
組
ま
れ
た
。
但

し
、
助
成
金
・
手
当
・
旅
費
等
に
限

る
。

高
知
県
公
道
会

一
九
一
九
年
に
高
知

県
公
道
会
が
結
成
さ
れ
た
。
会
員
は

正
会
員
と
賛
助
会
員
で
構
成
さ
れ
、

正
会
員
は
「
部
落
民
」
限
定
で
あ
っ

た
。
会
長
は
県
知
事
。
一
九
二
五
年

に
会
則
の
大
幅
な
改
正
を
行
い
、
融

和
団
体
と
し
て
衣
替
え
す
る
。
会
の

目
的
の
変
更
、
会
員
を
「
本
会
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
者
」
と
変
更
し
た
。

機
関
誌
『
公
道
』
を
一
九
二
五
年
八

月
よ
り
発
行
し
た
。

高
知
県
水
平
社

一
九
二
三
年
四
月
五

日
、
高
知
県
水
平
社
創
立
大
会
が
開

催
さ
れ
、
委
員
長
に
国
沢
亀
（
弘
岡
中

ノ
村
出
身
）
が
就
任
し
た
。
高
知
県
水

平
社
は
水
平
主
義
派
に
属
し
、
ボ
ル

派
と
は
一
線
を
画
し
た
。
国
沢
の
考

え
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
「
自
ら

の
解
放
は
自
ら
の
力
で
勝
ち
取
る
」

と
い
う
初
期
水
平
運
動
の
精
神
で
あ

る
。
差
別
糺
弾
闘
争
を
一
つ
挙
げ
る

と
、
小
説
『
南
国
』
の
差
別
記
載
事

件
が
あ
る
。
小
説
の
著
者
が
「
謝
罪

状
」
を
読
売
新
聞
に
掲
載
し
て
糺
弾

闘
争
は
終
わ
っ
た
。

水
平
運
動
と
融
和
運
動
の
交
差

一
九

二
八
年
に
開
催
さ
れ
た
融
和
事
業
協

議
会
に
は
、
融
和
運
動
の
指
導
者
に

混
じ
っ
て
、
高
知
県
水
平
社
の
活
動

家
が
多
数
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
さ

ら
に
、
水
平
運
動
家
は
融
和
運
動
の

伸
張
に
協
力
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い

る
。

高
知
県
自
治
団

高
知
県
自
治
団
は
日

下
村
出
身
の
植
村
省
馬
主
宰
で
「
内

部
の
自
覚
向
上
を
図
り
外
部
の
理
解

反
省
を
促
し
以
て
徹
底
的
改
善
と
解

放
を
期
し
進
ん
で
融
和
の
実
現
を
期

す
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
団
体
で
あ
っ

た
。
結
成
は
一
九
二
六
年
頃
で
あ
る
。

「
官
」
の
公
道
に
対
す
る
「
野
」
の

自
治
団
は
、
公
道
会
と
水
平
社
の
ど

ち
ら
に
も
与
せ
ず
、
一
定
の
距
離
を

保
っ
て
活
動
し
た
。
自
治
団
は
、

「
内
」
な
る
精
神
的
修
養
、
「
外
」

へ
の
融
和
宣
伝
、
そ
し
て
授
産
事
業

も
重
視
し
た
。
さ
ら
に
、
機
関
紙

「
融
和
新
報
」
を
発
行
し
た
。
こ
の

自
治
団
に
水
平
運
動
家
の
大
半
の
メ

ン
バ
ー
が
加
入
し
て
い
る
。

「
差
別
言
動
取
締
令
」
制
定
運
動

高

知
県
で
は
、
県
の
警
察
犯
処
罰
令
の

中
に
差
別
言
動
を
し
た
者
に
対
し
て

「
拘
留
三
十
日
未
満
又
ハ
科
料
二
十

円
未
満
に
処
ス
」
の
一
項
の
追
加
を

求
め
る
「
差
別
言
動
取
締
法
（
令
）
」

制
定
運
動
が
、
一
九
三
〇
年
を
起
点

に
一
九
三
四
年
ま
で
五
年
間
に
わ
た
っ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
運
動
の
指
導

者
は
岡
崎
精
郎
で
あ
る
。
岡
崎
の
許

に
様
々
な
社
会
運
動
家
が
結
集
し
た
。

一
九
三
一
年
に
、
県
会
で
全
会
一
致

を
以
て
「
差
別
言
動
取
締
令
」
制
定

に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
に
成
功
し

た
。
さ
ら
に
「
県
令
ニ
代
ル
ヘ
キ
訓

令
」
も
出
さ
せ
た
が
、
そ
れ
以
上
の

進
展
は
な
か
っ
た
。

農
民
運
動

地
主
の
家
に
生
ま
れ
た
全

農
（
全
国
農
民
組
合
）
県
連
委
員
長
の

岡
崎
精
郎
は
、
水
平
運
動
家
の
演
説

に
接
し
て
、
部
落
問
題
と
出
合
っ
た
。

自
ら
の
無
意
識
の
内
に
あ
る
差
別
性

に
メ
ス
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
他
者

の
差
別
言
動
に
対
し
て
「
も
し
言
ふ

者
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
も
し
父
で
あ

れ
、
母
で
あ
れ
、
非
難
」
す
る
立
場

へ
と
変
わ
っ
た
。
全
農
県
連
は
多
く

の
部
落
農
民
を
有
し
て
お
り
、
県
連

の
役
員
に
も
部
落
農
民
が
多
く
就
任

し
て
い
る
。
一
九
三
四
年
の
吾
川
郡

小
作
人
大
会
は
部
落
農
民
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
・
運
営
さ
れ
た
。
岡
崎

精
郎
は
県
会
議
員
選
挙
に
三
度
立
候

補
し
て
三
度
目
に
当
選
し
た
。
岡
崎

は
部
落
の
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
た
。
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岡
崎
は
、
近
隣
の
部
落
は
勿
論
の
こ

と
、
高
知
市
内
の
部
落
を
歩
き
、
清

掃
活
動
を
始
め
と
す
る
奉
仕
活
動
に

専
念
し
た
。
そ
れ
も
岡
崎
一
人
で
は

な
く
妻
鶴
子
と
二
人
し
て
自
己
犠
牲

と
も
い
え
る
社
会
奉
仕
で
あ
り
、
活

動
へ
の
精
励
は
徹
底
を
極
め
た
。
部

落
に
入
り
、
共
に
寝
居
し
て
、
決
し

て
自
己
の
安
楽
を
省
み
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
う
い
う
岡
崎
を
評
し
て
、

秋
山
の
部
落
の
人
々
は
「
神
様
」
と

呼
ん
だ
。
全
農
県
連
が
部
落
問
題
に

積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
っ
た

最
大
の
要
因
と
し
て
、
岡
崎
の
存
在

が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
、
自
明
で

あ
る
。

部
落
経
済
更
生
運
動

一
九
三
二
年
に

高
知
県
部
落
経
済
更
生
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
部
落
経
済
更
生
運
動
が
ス

タ
ー
ト
し
、
自
力
更
生
へ
向
け
て
の

取
組
が
始
ま
っ
た
。
成
果
の
一
つ
は
、

共
同
貯
金
組
合
を
設
立
し
て
の
積
立

金
や
余
剰
金
の
共
同
貯
金
で
あ
る
。

こ
れ
は
部
落
固
有
の
美
風
た
る
隣
保

共
助
の
精
神
を
活
用
し
て
行
わ
れ
た
。

但
し
、
組
合
は
二
五
部
落
の
設
置
に

留
ま
っ
た
（
県
下
全
体
の
三
分
一
）
。

一
九
三
三
年
に
中
央
融
和
事
業
協
会

か
ら
、
部
落
経
済
更
生
指
定
地
区
と

し
て
高
岡
町
と
前
浜
村
が
選
出
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
高
知
県
公
道
会
も

地

区
指
定
（
鴨
田
村
な
ど
）
を
行
っ
た
。

成
果
は
、
高
岡
町
の
部
落
で
は
婦
女

子
の
「
羊
歯
（
し
だ
）
細
工
の
講
習
会
・

裁
縫
教
授
」
・
西
瓜
の
増
産
・
共
同

貯
金
な
ど
、
鴨
田
村
で
は
竹
細
工
講

習
会
で
成
功
し
て
い
る
。

同
和
奉
公
会

一
九
四
一
年
に
官
民
一

体
の
同
和
奉
公
会
が
誕
生
し
た
。
高

知
県
公
道
会
も
同
和
奉
公
会
高
知
県

本
部
と
改
組
し
た
。
本
部
長
は
知
事
。

協
議
員
六
六
名
に
は
町
村
長
や
吏
員

と
共
に
部
落
の
有
力
者
も
数
多
く
選

出
さ
れ
た
。
事
業
は
時
局
産
業
へ
の

転
業
職
と
満
州
移
民
を
軸
と
し
た
。

他
に
、
同
和
教
育
の
徹
底
や
同
和
促

進
運
動
の
推
進
が
あ
っ
た
。
「
国
民

融
和
日
」
は
「
国
民
同
和
日
」
と
な

る
。
「
国
民
融
和
日
」
は
「
五
ヵ
条

の
誓
文
」
発
布
記
念
日
の
三
月
一
四

日
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

３

成
果
と
課
題

全
体

と
に
か
く
通
史
と
し
て
『
高
知

の
部
落
史
』
が
世
に
出
た
こ
と
を
悦

び
た
い
。
本
書
は
、
今
後
『
部
落
史
』

の
通
史
を
作
ろ
う
と
す
る
各
県
の
モ

デ
ル
に
な
る
と
思
う
。
本
書
に
は
部

落
解
放
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
た
ち

の
「
知
恵
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
本
書
を
読
ん
で
ほ
し

い
。
但
し
、
本
書
は
量
が
多
い
。
研

究
者
に
は
向
い
て
い
る
が
、
教
育
関

係
者
や
運
動
家
、
さ
ら
に
一
般
読
者

に
対
し
て
は
、
本
書
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
た
小
冊
子
が
あ
っ
た
方
が

い
い
。
小
冊
子
で
お
お
よ
そ
の
全
体

像
を
掴
め
ば
、
興
味
関
心
を
持
っ
た

と
こ
ろ
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
、

本
書
を
手
に
す
る
人
が
増
え
る
と
思

う
。
こ
の
小
冊
子
の
作
成
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

（
１
）
に
つ
い
て

掃
除
役
に
つ
い
て

の
記
述
が
充
実
し
て
い
る
。
「
掃
除

役
給
付
と
し
て
郷
株
が
（
中
世
の
「
ホ

イ
ト
ウ
」
の
慣
行
に
似
せ
て
新
た
に
）
作

ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
郷
株
が
す
で

に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
掃
除
役
給
付
と

し
て
利
用
さ
れ
た
（
要
約
）
」
と
の
展

開
は
、
伊
予
小
松
藩
の
場
合
と
一
致

す
る
。
小
松
藩
で
は
旦
那
場
を
小
松

藩
領
内
に
持
っ
て
い
る
者
が
掃
除
役
・

牢
番
役
を
し
た
。
そ
れ
故
、
小
松
藩

に
旦
那
場
を
持
っ
て
い
る
隣
の
西
条

藩
の
「
か
わ
た
」
も
小
松
藩
の
掃
除

役
・
牢
番
役
を
し
た
。

課
題
と
し
て
、

「
革
細
工
」
は
「
皮
細
工
」
で
な
い

か
。
「
か
わ
た
」
が
関
わ
っ
た
の
は
、

太
鼓
の
皮
（
半
鞣
し
）
や
甲
冑
に
使
わ

れ
た
板
目
皮
（
干
皮
）
な
ど
の
「
生
皮
」

の
範
疇
に
入
る
「
皮
」
で
は
な
い
か
。

も
う
一
つ
、
高
知
で
は
、
「
か
わ
た
」

の
門
付
け
の
宗
教
性
は
「
宿
神
」
と

深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
「
宿
神
」
抜
き
で
、
「
キ
ヨ
メ
」

問
題
は
深
ま
ら
な
い
と
思
う
。

（
２
）
に
つ
い
て

部
落
の
職
業
状
況

が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
て
分
か
り

や
す
い
。
長
岡
村
の
部
落
の
職
業
状

況
を
見
て
、
私
は
驚
い
た
。
「
軍
隊

内
の
差
別
の
た
め
、
優
秀
で
あ
っ
て

も
上
等
兵
に
中
々
な
れ
な
か
っ
た
。

ま
し
て
下
士
官
な
ど
希
だ
っ
た
」
と

思
っ
て
い
た
か
ら
、
「
陸
軍
大
尉
二

歩
兵
中
尉
一

特
務
曹
長
一

下

士
三

上
等
兵
一
一
」
に
は
び
っ
く

り
し
た
。
但
し
、
こ
れ
は
新
聞
記
事

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
公

的
文
書
を
見
付
け
る
こ
と
が
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

（
３
）
に
つ
い
て

人
物
を
通
し
て
、

部
落
解
放
運
動
が
ど
の
よ
う
に
な
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
植
村
省
馬
と

岡
崎
精
郎
に
私
は
惹
か
れ
た
。
岡
崎

精
郎
は
、
す
で
に
、
吉
田
文
茂
著

『
透
徹
し
た
人
道
主
義
者

岡
崎
精

郎
』
（
和
田
書
房

二
〇
〇
八
年
）
が
世

に
出
て
、
岡
崎
精
郎
が
全
国
的
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
植
村
省
馬

に
つ
い
て
も
一
冊
の
本
に
し
て
、
全

国
へ
植
村
省
馬
の
取
組
を
知
ら
せ
て

ほ
し
い
。
水
平
運
動
家
の
大
半
が
集

ま
っ
た
「
植
村
省
馬
の
取
組
」
は
、

今
、
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

４

お
わ
り
に

紙
面
の
関
係
で
割
愛

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
項
目
が
色
々
あ

る
が
、
一
応
、
私
な
り
に

ま
と
め
る

こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
紹
介
文
が
、
少

し
で
も
役
立
つ
な
ら
、
あ
り
が
た
い
。

（
高
知
県
部
落
史
研
究
会
編
刊
、
二
〇
一
七

年
七
月
、
解
放
出
版
社
販
売
、
二
八
〇
〇
円
）

京都部落問題研究資料センター通信 第50号

5

2018年1月25日



無
間
地
獄
へ
、
堕
ち
ま
す
よ
う
に
。

濃
い
く
れ
な
い
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
に

身
を
包
ん
だ
女
が
、
桟
の
最
上
段
に
背

伸
び
し
な
が
ら
絵
馬
を
く
く
り
付
け
て

い
る
の
を
、
少
し
離
れ
た
処
か
ら
見
て

い
た
。
齢
の
こ
ろ
は
三
十
前
後
。
絵
馬

を
く
く
り
終
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
思
い

つ
め
た
よ
う
な
表
情
で
踵
を
返
す
。
名

古
屋
巻
き
と
い
う
の
か
、
緩
や
か
に
カ
ー

ル
を
か
け
て
胸
の
前
ま
で
下
げ
た
鼈
甲

色
の
髪
を
揺
ら
し
、
夜
の
街
で
働
く
女

が
出
勤
す
る
と
き
に
似
た
大
股
の
足
ど

り
で
、
境
内
の
北
口
か
ら
鳥
居
を
く
ぐ
っ

て
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
。

私
は
桟
に
歩
み
寄
り
、
女
が
背
伸
び

し
て
い
た
あ
た
り
、
鈴
な
り
に
な
っ
た

絵
馬
の
中
か
ら
、
女
が
奉
納
し
た
の
は

ど
っ
ち
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
二
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
願
文
を
読
ん
で
み
た
。

《
城
之
内
薫
が
、
無
間
地
獄
へ
、
堕

ち
ま
す
よ
う
に

一
色
華
子
》

《
添
嶋
昇
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
が
な

く
な
り
、
縁
が
切
れ
ま
す
よ
う
に

向

井
彩
愛
》

彩
愛
、
は
ど
う
読
ん
だ
ら
い
い
の
か
。

と
に
も
か
く
に
も
、
華
子
ま
た
は
彩
愛

と
い
う
名
の
女
の
あ
と
を
、
尾
行
、
と

云
う
と
聞
こ
え
は
悪
い
が
、
深
い
意
図

も
な
く
追
っ
て
み
る
。
あ
え
て
云
う
な

ら
、
女
が
華
子
だ
と
し
た
場
合
、
無
間

地
獄
、
そ
ん
な
言
葉
を
吐
き
出
し
そ
う

に
は
見
え
な
い
容
姿
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
、

い
く
ら
か
興
味
を
覚
え
た
の
か
。
い
や

い
や
、
単
に
女
が
好
み
の
タ
イ
プ
だ
っ

た
か
ら
、
あ
と
を
つ
け
て
み
た
く
な
っ

た
の
か
。

最
初
の
四
つ
辻
で
、
女
は
急
に
歩
を

止
め
た
。
冬
曇
り
の
夕
刻
、
裏
通
り
に

は
早
々
と
闇
が
流
れ
込
ん
で
、
東
山
通

り
へ
抜
け
る
右
手
の
道
に
数
軒
連
な
っ

た
ラ
ブ
ホ
テ
ル
が
看
板
に
灯
を
と
も
し

て
い
る
。

「
だ
れ
？
」

振
り
向
き
ざ
ま
、
誰
何
し
た
。
三
間

ば
か
り
離
れ
た
こ
っ
ち
に
目
を
凝
ら
し

て
い
る
が
、
私
の
姿
が
見
え
よ
う
は
ず

も
な
い
。

何
し
ろ
私
は
霊
で
あ
る
。
昔
の
よ
う

に
怨
霊
、
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
は
抵
抗

を
感
じ
る
が
、
死
霊
で
あ
る
こ
と
に
違

い
は
な
い
。

だ
が
、
そ
ん
な
不
可
視
の
私
も
、
気

配
、
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
は
ど
う
や

ら
身
に
纏
っ
て
い
る
ら
し
い
。
女
は
眉

間
に
皺
を
寄
せ
て
、

「
だ
れ
か
い
る
の
？
」

と
繰
り
返
す
。

「
心
配
無
用
。
怪
し
い
者
で
は
な
い
」

と
云
っ
て
み
た
が
、
死
霊
の
声
が
聴

こ
え
る
は
ず
も
な
い
。
女
は
表
情
を
ま

す
ま
す
険
し
く
し
て
、

「
添
嶋
さ
ん
？

ね
え
、
そ
う
な
ん

で
し
ょ
？
」

お
や
。
す
る
と
こ
の
女
は
華
子
、
で

は
な
く
、
彩
愛
の
ほ
う
で
あ
っ
た
か
。

「
お
い
、
こ
ら
、
添
嶋
！
」

突
然
、
乱
暴
な
口
調
に
な
っ
た
。

「
い
い
加
減
に
し
ろ
よ
！

あ
た
し

に
付
き
ま
と
う
な
っ
て
、
云
っ
た
だ
ろ
！
」

こ
れ
は
ま
ず
い
。
こ
の
女
性
、
ス
ト
ー

カ
ー
と
の
悪
縁
を
切
り
た
く
て
わ
ざ
わ

ざ
願
を
か
け
に
来
た
と
い
う
の
に
、
願

を
叶
え
て
や
る
べ
き
こ
の
私
が
、
よ
り

に
よ
っ
て
ス
ト
ー
カ
ー
の
影
に
怯
え
る

彼
女
を
錯
乱
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
ま
ず

い
。こ

の
際
、
誤
解
を
解
く
の
が
最
優
先
。

私
は
滅
多
に
用
い
な
い
念
力
を
駆
使
し

て
、
ほ
ん
の
少
し
の
間
浮
世
に
姿
を
顕

す
こ
と
に
し
た
。
衣
冠
束
帯
の
み
ょ
う

な
男
が
突
然
現
れ
て
、
女
は
肝
を
つ
ぶ

す
だ
ろ
う
か
。
い
や
い
や
、
公
家
の
コ

ス
プ
レ
で
街
歩
き
す
る
酔
狂
人
も
い
な

い
と
は
限
ら
な
い
京
の
町
な
ら
で
は
、

そ
の
点
は
驚
か
れ
ず
に
す
む
か
も
し
れ

ぬ
。と

い
う
わ
け
で
、
宵
闇
迫
る
中
、
ラ

ブ
ホ
の
灯
に
照
ら
さ
れ
て
、
私
は
浮
世

に
顕
れ
た
。

「
だ
、
だ
れ
だ
よ
、
あ
ん
た
？
」

「
心
配
ご
無
用
。
怪
し
い
者
で
は
な

い
。
ス
ト
ー
カ
ー
と
の
悪
縁
切
り
は
私

が
保
証
し
よ
う
」

「
何
で
？
」

「
う
む
。
そ
れ
は
つ
ま
り
…
」

彩
愛
さ
ん
、
と
呼
び
か
け
よ
う
に
も

読
み
方
が
分
か
ら
ず
、
「
向
井
さ
ん
」

と
姓
で
呼
び
か
け
て
、

「
私
は
崇
徳
院
、
で
あ
る
か
ら
し
て
…
」

＊

以
上
。
妄
想
お
し
ま
い
。

正
月
、
松
の
内
が
ま
だ
明
け
ぬ
こ
ろ
、

安
井
金
比
羅
宮
を
訪
ね
た
。
初
詣
に
繰

り
出
し
た
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

外
国
人
の
姿
も
少
な
く
な
い
。

境
内
に
、
縁
切
り
縁
結
び
碑
と
い
う

の
が
あ
る
。

自
然
石
を
二
つ
並
べ
て
絵
馬
の
形
を

模
し
て
い
る
。
だ
が
、
参
詣
者
が
願
を

か
け
て
貼
り
付
け
た
形
代
が
、
石
全
体

を
白
馬
の
毛
並
み
よ
ろ
し
く
覆
っ
て
い
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安
井
金
比
羅
宮
で

渡

辺

毅

（
穀
雨
企
画
室
）

穀
雨
企
画
室
で
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
企
画
さ
れ
て
い
る
渡

辺
毅
さ
ん
。
「
京
都
観
光
し
な
が
ら
人
権
を
学
ぶ
東
山
コ
ー
ス
」
の
中
に
安
井
金
比
羅
宮
が

入
っ
て
い
る
。
人
々
が
囚
わ
れ
る
憎
悪
・
恨
み
と
い
っ
た
負
の
感
情
と
ど
う
付
き
合
う
の
か
、

向
き
合
う
の
か
と
い
う
問
題
意
識
で
こ
の
場
所
を
コ
ー
ス
に
入
れ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

安
井
金
比
羅
宮
に
つ
い
て
、
妄
想
あ
ふ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
を
い
た
だ
い
た
。
（
編
集
部
）



る
。
そ
の
た
め
馬
ら
し
く
は
あ
る
が
、

石
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
判
ら
な
い
。

真
ん
中
に
洞
を
穿
っ
た
よ
う
な
穴
が
あ

る
。
こ
の
穴
を
表
か
ら
裏
へ
く
ぐ
る
と

悪
縁
が
切
れ
る
。
次
い
で
裏
か
ら
表
へ

も
う
一
度
く
ぐ
る
と
良
縁
に
結
ば
れ
る
。

そ
ん
な
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
の
で
、

穴
く
ぐ
り
の
順
番
を
待
つ
長
い
列
が
で

き
て
い
る
。
列
は
、
絵
馬
が
鈴
な
り
に

な
っ
て
い
る
桟
の
前
を
横
切
り
、
金
比

羅
宮
本
殿
の
ぐ
る
り
を
巡
っ
て
延
々
と

続
い
て
い
る
。

列
の
中
に
は
、
仲
睦
ま
じ
げ
な
若
い

男
女
の
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
恋

人
た
ち
は
、
穴
く
ぐ
り
の
順
番
を
待
つ

長
い
時
間
を
、
厳
し
い
冷
え
込
み
に
も

め
げ
ず
、
僅
か
ず
つ
牛
歩
前
進
し
な
が

ら
や
り
過
ご
し
て
い
る
。

い
っ
た
い
何
の
縁
を
切
り
た
い
と
云

う
の
か
。
ま
さ
か
恋
人
た
ち
は
、
せ
っ

か
く
の
恋
仲
を
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
た

い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
一
見
幸
せ
そ

う
な
様
子
か
ら
は
窺
い
知
れ
な
い
切
実

な
縁
切
り
の
願
い
を
、
じ
つ
は
抱
え
て

い
な
い
と
ま
で
は
云
え
な
い
が
、
彼
ら

の
大
半
は
お
そ
ら
く
面
白
半
分
の
正
月

気
分
、
そ
れ
で
も
穴
を
く
ぐ
る
か
ら
に

は
、
朝
寝
坊
癖
と
縁
が
切
れ
ま
す
よ
う

に
、
最
近
太
り
気
味
の
腹
回
り
と
縁
が

切
れ
ま
す
よ
う
に
、
そ
ん
な
叶
わ
ず
と

も
ダ
メ
ー
ジ
の
な
い
祈
願
を
準
備
し
て
、

思
い
出
づ
く
り
の
つ
も
り
で
並
ん
で
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
例
え
ば
ほ
ら
、
寒
さ
で
凍
え

て
い
る
の
か
貧
乏
ゆ
す
り
な
の
か
両
腿

を
小
刻
み
に
震
わ
せ
、
腕
組
み
し
、
足

元
に
暗
い
視
線
を
落
と
し
て
い
る
六
十

年
配
の
男
。
女
子
校
の
制
服
姿
で
独
り

ぼ
っ
ち
、
大
き
な
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
を

胸
の
前
に
抱
い
て
、
何
や
ら
ぶ
つ
ぶ
つ

と
呟
き
な
が
ら
思
い
出
し
笑
い
を
浮
か

べ
て
い
る
華
奢
な
少
女
。
そ
れ
か
ら
ほ

ら
、
濃
い
く
れ
な
い
の
コ
ー
ト
を
着
て
、

鼈
甲
色
の
髪
を
名
古
屋
巻
き
に
し
、
不

機
嫌
そ
う
な
眼
差
し
で
前
方
を
睨
み
つ

け
て
い
る
キ
ャ
バ
嬢
風
の
女
。
確
か
に

こ
の
長
蛇
の
列
に
は
、
職
場
や
学
校
で

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
と
か
、
不
倫
関

係
の
泥
沼
で
も
が
い
て
い
る
と
か
、
親

兄
弟
と
の
抜
き
差
し
な
ら
な
い
憎
し
み

合
い
の
只
中
に
い
る
と
か
、
借
金
と
か
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
だ
と
か
、
断
ち
切
り

た
い
と
願
う
悪
縁
を
抱
え
込
み
、
切
実

な
思
い
で
並
ん
で
い
る
人
が
、
幾
た
り

か
は
ま
じ
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

「
い
や
あ
、
な
か
な
か
の
も
の
で
す
」

傍
ら
で
声
が
し
て
、
そ
う
云
え
ば
私

は
、
あ
る
遠
来
の
客
と
共
に
い
た
の
だ
っ

た
。
四
国
の
地
方
都
市
か
ら
来
た
、
中

学
教
師
だ
と
名
乗
る
男
。
「
若
い
こ
ろ

に
暮
ら
し
た
京
都
を
久
し
ぶ
り
に
訪
ね

て
、
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
う
だ
な
、

『
人
間
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
も

の
で
す
」
な
ど
と
連
絡
し
て
き
た
。
そ

こ
で
洛
東
の
あ
ち
こ
ち
を
案
内
し
、

「
ぜ
ひ
行
き
た
い
」
と
云
う
も
の
だ
か

ら
、
安
井
金
比
羅
宮
に
も
連
れ
て
来
た

の
だ
っ
た
。

鈴
な
り
の
絵
馬
の
願
文
を
拾
い
読
み

し
て
い
た
五
十
が
ら
み
の
自
称
教
師
が
、

「
な
か
な
か
の
も
の
で
す
」
と
云
っ
て

示
し
た
絵
馬
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
書

い
て
あ
っ
た
。

《
私
に
幼
少
時
か
ら
暴
言
、
包
丁
で

脅
す
等
虐
待
を
繰
り
返
し
て
き
た
母
、

下
澤
亮
子
と
縁
が
切
れ
ま
す
よ
う
に
。

母
が
苦
し
み
ぬ
い
て
人
生
が
滅
茶
苦
茶

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
私
は
あ
な
た
が

憎
く
て
な
り
ま
せ
ん

下
澤
数
馬
》

「
ほ
ら
、
こ
れ
な
ん
か
も
…
」

《
身
体
だ
け
、
浮
気
を
す
る
本
条
将

也
と
の
縁
を
切
り
、
私
を
一
途
に
一
生

大
事
に
し
て
く
れ
る
人
と
の
良
縁
に
結

ば
れ
ま
す
よ
う
に

紀
村
由
羽
》

「
こ
っ
ち
も
な
か
な
か
…
」

《
燕
谷
捷
彦
、
妻
・
治
美
と
の
悪
縁

が
、
完
全
に
断
ち
切
れ
ま
す
よ
う
に
。

治
美
が
死
ん
で
、
死
後
あ
の
女
が
性
悪

女
だ
っ
た
証
拠
が
次
々
に
明
ら
か
に
な

り
、
捷
彦
が
屈
辱
を
味
わ
い
尽
く
し
て

苦
し
み
ま
す
よ
う
に

三
枝
環
》

《
Ｒ
Ｌ
Ｇ
の
鈴
菜
、
美
紗
、
蘭
の
三

人
に
天
誅
が
下
り
、
未
来
永
劫
縁
が
切

れ
ま
す
よ
う
に

麗
美
》

「
こ
の
Ｒ
Ｌ
Ｇ
っ
て
の
は
会
社
名
か

何
か
で
し
ょ
う
か
？
」
「
ま
あ
、
そ
ん

な
処
で
し
ょ
う
ね
」

拝
殿
前
の
桟
に
、
鈴
な
り
に
く
く
り

付
け
ら
れ
て
い
る
絵
馬
。
そ
こ
に
は
呪

詛
に
満
ち
た
願
文
が
し
た
た
め
ら
れ
、

縁
を
切
り
た
い
相
手
の
名
前
、
と
き
に

は
そ
の
所
番
地
、
そ
し
て
祈
願
者
自
ら

の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
念
の
た

め
云
っ
て
お
く
と
、
引
用
し
た
も
の
は

若
干
手
を
加
え
、
記
さ
れ
た
名
前
も
仮

名
に
置
き
換
え
て
あ
る
。
だ
が
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ど
れ
も
赤
裸
々
な
怨
み
言
を

吐
き
出
し
て
い
る
。

「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
い
い
場
所
だ
。

『
人
間
』
に
つ
い
て
考
え
た
く
な
る
場

所
だ
」

自
称
教
師
は
満
足
げ
に
云
っ
て
、
笑

み
を
浮
か
べ
た
。

近
く
で
、
絵
馬
の
写
真
を
ス
マ
ホ
で

撮
り
ま
く
っ
て
い
る
若
い
女
た
ち
の
会

話
が
聴
こ
え
る
。

「
で
も
こ
れ
っ
て
や
ば
く
ね
え
？
」

「
や
ば
い
や
ば
い
！
」
「
個
人
情
報
ダ

ダ
漏
れ
じ
ゃ
ん
」
「
住
所
と
か
書
い
て

あ
る
や
つ
と
か
、
ネ
ッ
ト
で
拡
散
さ
れ

た
ら
、
怨
ん
で
る
や
つ
も
怨
ま
れ
て
る

や
つ
も
、
チ
ョ
ー
や
ば
い
っ
し
ょ
！
」

「
あ
ん
な
こ
と
云
っ
て
る
人
た
ち
も

い
ま
す
が
、
ど
う
思
い
ま
す
？
」

私
は
自
称
教
師
に
訊
い
て
み
た
。

「
確
か
に
そ
う
い
う
こ
と
を
気
に
し

て
か
、
匿
名
の
絵
馬
も
多
い
し
、
自
分

の
名
前
は
偽
名
に
し
て
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
う
す
る
と
、
せ
っ

か
く
吐
き
出
す
怨
み
に
手
心
を
加
え
る

み
た
い
で
、
す
っ
き
り
し
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。
悪
縁
を
切
り
た
い
と
願
っ

て
い
る
自
分
は
誰
で
、
怨
ん
で
る
相
手

は
誰
な
の
か
、
は
っ
き
り
さ
せ
た
ほ
う

が
い
い
」

見
る
と
、
桟
の
端
あ
た
り
に
、
小
柄

な
上
に
背
骨
の
曲
が
っ
た
白
髪
の
老
女
。

手
の
届
く
下
の
ほ
う
の
段
に
、
周
囲
の

目
な
ど
気
に
す
る
ふ
う
も
な
く
、
老
い

の
皺
に
眉
間
の
皺
を
重
ね
、
か
じ
か
む
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指
で
一
心
不
乱
に
絵
馬
を
く
く
り
付
け

よ
う
と
し
て
い
る
。

「
人
を
怨
む
こ
と
は
よ
く
な
い
こ
と

だ
と
云
わ
れ
る
が
、
怨
ま
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
『
人
間
』
っ
て
そ
う
い
う
も

の
で
す
」

自
称
教
師
が
言
葉
を
継
ぐ
。

「
ま
あ
、
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

「
怨
む
な
、
と
云
わ
れ
る
よ
り
、
怨

ん
で
も
い
い
ん
だ
、
と
云
わ
れ
る
ほ
う

が
、
結
局
は
悪
縁
を
き
っ
ぱ
り
断
っ
て

前
へ
進
め
る
場
合
も
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で

拡
散
な
ん
て
不
埒
な
こ
と
は
し
て
ほ
し

く
な
い
が
、
そ
ん
な
連
中
が
仮
に
い
て

も
、
気
に
し
な
く
て
い
い
」

「
と
い
う
よ
り
、
気
に
は
な
っ
て
も
、

縁
切
り
祈
願
に
来
る
人
た
ち
は
、
お
そ

ら
く
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
ん
で
し
ょ
う
」

「
怨
み
つ
ら
み
を
ぶ
ち
ま
け
る
こ
と

の
で
き
る
場
所
が
『
人
間
』
に
は
必
要

な
ん
で
す
。
こ
こ
は
そ
う
い
う
場
所
。

何
し
ろ
こ
こ
に
は
、
人
を
怨
む
っ
て
こ

と
が
ど
ん
な
に
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
こ
と

か
、
よ
く
よ
く
解
っ
て
い
る
神
様
が
い

る
か
ら
ね
」

自
称
教
師
は
そ
う
云
う
と
、
ま
た
熱

心
に
絵
馬
の
拾
い
読
み
を
始
め
る
。

＊

自
称
教
師
が
自
信
満
々
に
「
神
様
が

い
る
」
と
云
い
き
っ
た
、
そ
の
神
様
と

は
崇
徳
院
。
安
井
金
比
羅
宮
の
あ
る
場

所
に
は
か
つ
て
、
藤
の
花
の
咲
き
誇
る

寺
が
あ
っ
た
と
か
。
そ
こ
に
寵
妃
を
住

ま
わ
せ
た
と
云
わ
れ
る
の
が
、
崇
徳
院

で
あ
る
。

近
世
に
編
ま
れ
た
『
都
名
所
図
会
』

安
井
観
勝
寺
の
項
に
は
、
崇
徳
院
が
配

流
地
で
無
念
の
死
を
遂
げ
た
後
、
「
御

霊
こ
の
地
に
来
つ
て
夜
な
夜
な
光
を
放

つ
」
と
あ
る
。
そ
う
い
う
場
所
な
ら
で

は
、
近
代
に
入
っ
て
観
勝
寺
は
安
井
神

社
と
な
り
、
安
井
金
比
羅
宮
と
な
っ
た
。

そ
し
て
崇
徳
院
は
、
祭
神
と
し
て
祀
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

崇
徳
院
、
す
な
わ
ち
崇
徳
天
皇
。
平

安
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
の
人
で
あ
る
。

日
本
史
上
最
大
の
怨
霊
と
も
云
わ
れ
て

い
る
。

怨
霊
に
な
る
の
は
晩
年
。
だ
が
、
若

い
時
分
か
ら
彼
は
、
周
囲
の
人
々
へ
の

怨
み
つ
ら
み
を
募
ら
せ
て
い
た
。
自
称

教
師
が
「
人
を
怨
む
っ
て
こ
と
が
ど
ん

な
に
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
こ
と
か
、
よ
く

よ
く
解
っ
て
い
る
神
様
」
と
云
っ
た
の

は
、
そ
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
見
え
る
。

も
し
崇
徳
院
が
、
縁
切
り
祈
願
に
来

る
人
た
ち
の
怨
み
言
を
聞
く
神
様
の
立

場
で
な
く
、
逆
に
怨
み
を
聞
い
て
も
ら

う
立
場
だ
っ
た
ら
、
彼
は
絵
馬
に
こ
ん

な
願
文
を
書
き
綴
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

《
父
（
鳥
羽
院
）
は
長
男
の
私
を
、

お
前
は
ほ
ん
と
は
ひ
い
じ
い
さ
ん
（
白

河
院
）
の
隠
し
子
だ
と
云
っ
て
冷
た
く

あ
し
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
父
の
愛
人
の

得
子
と
か
い
う
女
も
、
義
理
の
弟
（
近

衛
天
皇
）
を
産
ん
で
、
え
ら
そ
う
に
、

私
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
こ
の
二
人
が
憎
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

弟
の
近
衛
が
早
死
に
し
た
の
は
、
悪
い

両
親
の
子
だ
か
ら
罰
が
当
た
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
ひ
い
じ
い
さ
ん
は
私
を
可
愛

が
っ
て
く
れ
た
し
、
死
ん
だ
母
は
、
ひ

い
じ
い
さ
ん
が
死
ん
で
か
ら
は
父
と
得

子
に
い
じ
め
ら
れ
て
気
の
毒
だ
っ
た
け

れ
ど
も
、
も
し
も
噂
が
本
当
で
、
私
が

ひ
い
じ
い
さ
ん
と
母
の
不
倫
の
末
に
産

ま
れ
た
子
な
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
ん
な

ふ
う
に
私
を
産
ん
で
私
を
不
幸
に
し
た

二
人
の
こ
と
も
怨
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
今
度
天
皇
に
な
っ

た
弟
（
後
白
河
）
は
、
同
じ
母
か
ら
産

ま
れ
た
実
の
弟
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
四

男
坊
で
す
。
私
の
息
子
（
重
仁
親
王
）

は
れ
っ
き
と
し
た
長
男
で
、
皇
位
を
継

ぐ
順
位
は
弟
よ
り
上
な
の
に
、
父
と
得

子
は
弟
を
即
位
さ
せ
ま
し
た
。
弟
は
何

の
と
り
え
も
な
い
く
せ
に
、
す
っ
か
り

天
皇
気
分
で
す
。
お
ぞ
ま
し
い
。
父
も

得
子
も
弟
も
、
私
の
前
か
ら
消
え
失
せ

て
ほ
し
い
。
あ
の
人
た
ち
と
の
悪
縁
を

断
ち
切
っ
て
、
私
と
息
子
が
皇
統
を
取

り
戻
せ
ま
す
よ
う
に

崇
徳
》

実
際
の
処
、
崇
徳
は
こ
ん
な
怨
み
言

を
、
自
身
が
神
様
に
な
る
前
は
、
ど
こ

か
の
別
の
神
様
を
相
手
に
吐
露
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
父
、
鳥

羽
院
が
崩
じ
る
と
、
崇
徳
院
は
こ
れ
ま

で
の
怨
み
を
晴
ら
す
時
が
来
た
と
ば
か

り
、
後
白
河
天
皇
か
ら
の
皇
位
奪
還
を

図
る
。

こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
、
世
に
云
う
保
元

の
乱
は
し
か
し
、
無
惨
な
失
敗
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
後
白
河
方
は
武
門
の
棟

梁
、
源
義
朝
や
平
清
盛
を
味
方
に
つ
け

て
陣
容
を
整
え
た
。
崇
徳
院
方
の
軍
勢

は
夜
討
ち
を
か
け
ら
れ
て
あ
っ
け
な
く

瓦
解
。
捕
え
ら
れ
た
崇
徳
院
は
讃
岐
へ

流
さ
れ
て
し
ま
う
。

帰
り
た
い
…
。
崇
徳
院
は
都
を
恋
い

焦
が
れ
る
。
い
つ
だ
っ
た
か
自
ら
が
詠

ん
だ
「
瀬
を
早
み
岩
に
せ
か
る
ゝ
滝
川

の
わ
れ
て
も
末
に
逢
は
む
と
ぞ
思
ふ
」

は
恋
の
歌
。
院
は
、
都
と
己
れ
と
を
、

わ
れ
て
も
末
に
逢
う
恋
人
に
な
ぞ
ら
え

て
、
こ
の
歌
を
繰
り
返
し
口
ず
さ
ま
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

自
ら
の
血
で
し
た
た
め
た
経
巻
を
せ
め

て
都
近
く
の
寺
社
へ
納
め
た
い
と
懇
望

し
た
の
も
、
そ
ん
な
思
い
の
な
せ
る
わ

ざ
。
だ
が
こ
れ
も
、
意
趣
返
し
へ
の
布

石
か
と
疑
わ
れ
、
不
吉
だ
、
と
拒
否
さ

れ
て
し
ま
う
。

崇
徳
院
は
つ
い
に
、
ぶ
ち
切
れ
た
。

『
保
元
物
語
』
に
曰
く
、
ぶ
ち
切
れ

て
か
ら
の
崇
徳
院
は
、
髪
も
爪
も
切
ら

ず
伸
び
放
題
に
し
、
眼
窩
は
く
ぼ
み
、

痩
せ
衰
え
、
生
き
な
が
ら
天
狗
の
姿
と

化
し
て
、
つ
い
に
は
「
日
本
国
の
大
魔

縁
」
に
な
っ
て
や
る
、
と
宣
言
す
る
。

史
上
最
大
の
怨
霊
が
、
こ
う
し
て
誕

生
し
た
。

怨
み
つ
ら
み
に
悶
絶
す
る
崇
徳
院
の

姿
は
、
後
世
の
人
々
の
中
に
生
き
続
け

る
。
天
災
地
変
や
疫
病
の
猖
獗
が
「
崇

徳
院
の
祟
り
」
と
恐
れ
ら
れ
る
。

け
れ
ど
も
、
崇
徳
院
の
怨
霊
を
「
史

上
最
大
」
た
ら
し
め
て
い
る
理
由
は
別

の
処
に
あ
っ
た
。
彼
が
讃
岐
へ
流
さ
れ
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て
以
降
、
天
皇
の
国
で
あ
る
べ
き
日
本

の
支
配
権
が
武
士
の
手
に
落
ち
、
平
氏

か
ら
徳
川
の
世
ま
で
、
建
武
の
一
時
期

を
除
け
ば
、
武
士
が
政
権
を
握
る
「
非

正
常
な
」
社
会
が
続
い
て
し
ま
っ
た
、

と
そ
う
考
え
る
人
た
ち
が
い
た
の
で
あ

る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

武
家
政
治
が
七
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
続

い
た
と
い
う
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
崇
徳

院
の
祟
り
。
幕
末
の
勤
皇
家
が
、
王
政

復
古
の
た
め
に
は
崇
徳
院
の
怨
霊
を
鎮

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
御

所
の
西
、
白
峰
神
宮
の
創
建
に
こ
ぎ
着

け
た
の
も
、
つ
ま
り
は
そ
う
い
う
こ
と
。

い
や
は
や
何
と
も
、
歴
史
の
大
河
を

滔
々
と
流
れ
続
け
る
怨
み
を
背
負
わ
さ

れ
、
崇
徳
院
は
、
史
上
最
大
の
怨
霊
に

祭
り
上
げ
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
裏
を
返

せ
ば
、
怨
み
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
す
ぎ

て
、
こ
の
神
様
、
親
身
に
な
っ
て
市
井

の
人
々
の
怨
み
言
を
聴
く
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

み
た
い
な
地
道
な
務
め
に
は
、
本
当
は

向
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
、
ふ
と

そ
ん
な
気
も
し
て
き
た
の
で
、

「
ど
う
思
い
ま
す
？
」

と
、
四
国
か
ら
来
た
自
称
教
師
に
訊

い
て
み
た
。

＊

相
変
わ
ら
ず
絵
馬
の
願
文
を
熱
心
に

拾
い
読
み
し
て
い
た
自
称
教
師
は
、
そ

の
ま
ま
の
姿
勢
で
、

「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
の
神
様
は
誰
彼
の
分
け
隔
て
な
く
怨

み
言
に
耳
を
傾
け
、
願
い
を
聴
い
て
く

れ
て
い
る
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
ほ
う

に
つ
い
て
は
、
心
配
し
な
く
て
も
、
白

峰
神
宮
に
祀
ら
れ
た
崇
徳
院
が
、
ち
ゃ

あ
ん
と
受
け
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

「
す
る
と
、
お
ん
な
じ
崇
徳
院
が
、

あ
っ
ち
と
こ
っ
ち
と
で
役
割
分
担
し
て

い
る
と
？
」

「
そ
り
ゃ
そ
う
で
す
。
も
っ
と
も
白

峰
の
ほ
う
の
崇
徳
院
は
、
あ
そ
こ
の
神

職
た
ち
の
蹴
鞠
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
話

題
に
な
っ
て
以
降
、
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
球
技
ス
ポ
ー
ツ
の
上
達
祈
願

を
聴
く
こ
と
に
、
仕
事
の
軸
足
を
移
し

て
る
っ
て
話
で
す
が
」

「
な
る
ほ
ど
。
臨
機
応
変
で
す
な
」

「
で
す
か
ら
こ
こ
で
は
、
崇
徳
院
は

自
ら
の
経
験
を
糧
に
、
人
々
の
や
む
に

や
ま
れ
ぬ
怨
み
言
に
耳
を
傾
け
て
、
そ

う
か
、
苦
し
か
っ
た
ね
、
い
い
ん
だ
い

い
ん
だ
、
君
を
苦
し
め
て
き
た
や
つ
ら

の
こ
と
な
ん
か
怨
み
た
い
だ
け
怨
め
ば

い
い
、
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
親
身
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
ほ
ら
」

と
、
自
称
教
師
が
指
し
示
し
た
絵
馬

に
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
綴
っ
て
あ
っ
た
。

《
弦
岡
猛
は
死
に
ま
し
た
。
弦
岡
猛

は
死
に
ま
し
た
。
も
う
憎
ま
ず
に
、
忘

れ
ま
す

河
村
圭
吾
》

何
だ
か
呪
い
殺
し
た
み
た
い
で
、
ぞ
っ

と
し
な
い
で
は
な
い
が
、
河
村
な
に
が

し
は
、
弦
岡
な
に
が
し
の
死
、
と
い
う

形
で
悪
縁
を
切
る
こ
と
が
で
き
、
前
向

き
に
生
き
て
い
け
そ
う
で
、
御
礼
詣
り

に
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
こ
れ

も
、
崇
徳
院
に
親
身
に
な
っ
て
怨
み
言

を
聴
い
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
か
。

少
し
離
れ
た
処
、
桟
の
最
上
段
に
背

伸
び
し
な
が
ら
絵
馬
を
く
く
り
付
け
よ

う
と
し
て
い
る
女
が
い
る
。
さ
っ
き
ま

で
碑
の
穴
く
ぐ
り
の
順
番
待
ち
の
列
に

並
ん
で
い
た
女
。
濃
い
く
れ
な
い
の
ロ

ン
グ
コ
ー
ト
に
身
を
包
み
、
鼈
甲
色
の

髪
を
名
古
屋
巻
き
に
し
て
、
胸
の
前
ま

で
垂
ら
し
て
い
る
。
女
が
絵
馬
を
く
く

り
終
え
、
思
い
つ
め
た
よ
う
な
表
情
で

踵
を
返
し
て
立
ち
去
る
の
を
見
届
け
て

か
ら
、
よ
か
ら
ぬ
こ
と
と
は
思
い
つ
つ
、

私
は
、
ど
ん
な
願
文
を
奉
納
し
た
の
か

覗
い
て
み
た
く
な
り
、
女
が
く
く
り
付

け
た
絵
馬
の
ほ
う
へ
と
歩
み
寄
っ
た
。

二
つ
の
絵
馬
が
重
な
り
合
っ
て
、
微

か
に
揺
れ
て
い
る
。
ど
っ
ち
が
さ
っ
き

の
女
の
絵
馬
か
、
ち
ょ
っ
と
判
り
か
ね

た
が
、
た
ぶ
ん
こ
っ
ち
だ
ろ
う
と
見
当

を
つ
け
て
読
ん
で
み
た
。

《
城
之
内
薫
が
、
無
間
地
獄
へ
、
堕

ち
ま
す
よ
う
に

一
色
華
子
》

「
あ
の
女
の
人
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
…
」

近
寄
っ
て
き
た
自
称
教
師
に
絵
馬
を

示
す
と
、
自
称
教
師
は
か
ぶ
り
を
振
っ

て
、「

違
う
違
う
、
こ
れ
は
あ
の
女
の
人

じ
ゃ
な
く
て
、
あ
そ
こ
に
い
る
、
あ
の

子
が
書
い
た
ん
で
す
」

自
信
満
々
に
云
い
、
目
で
促
し
た
先

に
は
、
女
子
校
の
制
服
姿
の
華
奢
な
少

女
。
あ
あ
、
こ
の
娘
も
さ
っ
き
ま
で
穴

く
ぐ
り
の
列
に
並
ん
で
い
た
。
大
き
な

ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
を
胸
の
前
に
抱
い
て
、

何
や
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と
呟
き
な
が
ら
、
他

人
の
綴
っ
た
絵
馬
を
拾
い
読
み
し
て
に

や
に
や
笑
っ
て
い
る
。

「
あ
の
娘
が
、
無
間
地
獄
と
…
？
」

そ
れ
に
し
て
も
、
何
で
こ
の
男
に
は
、

こ
れ
が
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
の
少
女
の
書

い
た
も
の
だ
と
判
る
の
か
。
不
思
議
に

思
い
、
自
称
教
師
の
顔
を
改
め
て
つ
く

づ
く
見
や
る
と
、
四
国
か
ら
来
た
こ
の

男
、
じ
つ
は
崇
徳
院
の
化
身
な
の
で
は

な
い
か
、
と
疑
惑
が
頭
を
も
た
げ
て
き

た
。
そ
の
せ
い
で
ふ
と
、
他
で
も
な
い

崇
徳
院
そ
の
人
に
問
い
た
だ
す
み
た
い

に
、
私
は
訊
い
て
し
ま
う
。

「
そ
れ
で
、
救
わ
れ
ま
す
か
、
あ
の

娘
は
？
」

「
え
え
、
き
っ
と
救
わ
れ
ま
す
よ
」

あ
ん
ま
り
あ
っ
さ
り
云
う
の
で
、
そ

う
か
、
崇
徳
院
は
こ
ん
な
顔
だ
っ
た
の

か
、
そ
う
思
っ
た
時
、
名
古
屋
巻
き
の

女
が
金
比
羅
宮
の
北
口
か
ら
出
て
行
く

姿
が
視
界
を
か
す
め
た
。
私
は
あ
わ
て

て
、「

あ
の
女
の
あ
と
を
追
わ
な
い
ん
で

す
か
？
」

「
ど
う
し
て
で
す
？
」

「
だ
っ
て
、
好
み
の
タ
イ
プ
な
ん
で

は
？
」

妄
想
と
現
実
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ

て
き
た
。
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特集 第42回部落解放・人権西日本夏期講座

ヒューマンライツ 355（部落解放・人権研究所刊，20
17.10）：500円

特集 ひとり親家庭が必要とする支援とは

走りながら考える 194 ネット公開「全国部落調査」問

題を考える―全く異なるカミングアウトとアウティング

― 北口末広

ヒューマンライツ 356（部落解放・人権研究所刊，20
17.11）：500円

特集 ネット上の人権侵害―対抗するために何ができる

か

書評 水野敬也著『顔ニモマケズ―どんな「見た目」で

も幸せになれることを証明した9人の物語』 棚田洋平

部落解放 747（解放出版社刊，2017.10）：600円
特集 東京の部落問題

東京の部落の現状と解放運動の課題 長谷川三郎／近世

そして近現代、周縁化・不可視化される部落 東京東部

エリアの部落史を中心に 吉田勉／差別事件166事例が示

す東京の部落差別 東京は部落差別のない街なのか 藤本

忠義／反差別・人権ネットワーク、そして、世代から世

代へ 近藤登志一

＜いま＞＜生き方＞を問う学習教材 DVD『渋染一揆を闘

いぬいた人々』 久次博文

インタビュー 芸能と人権の今を考える 3 お笑いそのも

のが差別されていた時代を超えて 澤田隆治 聞き手 藤

田正

部落共同体論 形成期の社会的分業とその構造 14 第2部

部落差別の原点・原理 その構造と定義 差別の原点と

護国三部経―価値の逆転と対立 2 川元祥一

部落解放 748（解放出版社刊，2017.10）：1,000円
特集 学校を変える 被差別マイノリティの子どもたち 4

部落解放 749（解放出版社刊，2017.11）：600円
特集 島根から差別問題を考える

本の紹介 齋藤直子著『結婚差別の社会学』 方佐江子

長編映画『かば』制作への思い 川本貴弘

大阪市西成区にある鶴見橋中学校と蒲先生がいた時代

古川正博

インタビュー 芸能と人権の今を考える 4 この怒りと悔

しさを、ギターを友に歌へと紡ぐ 中川五郎 聞き手 藤

田正

部落共同体論 形成期の社会的分業とその構造 15 第2部

部落差別の原点・原理―その構造と定義 第1章 差別の

原点と護国三部経─価値の逆転と対立 3 川元祥一

部落解放 750（解放出版社刊，2017.12）：600円
特集 いまなぜ人権教育なのか 当事者の教員から学ぶ

本の紹介 小笠原博毅著『セルティック・ファンダム―

グラスゴーにおけるサッカー文化と人種』 好井裕明

部落解放運動活性化に向けた議論の開始を 谷元昭信著

『冬枯れの光景―部落解放運動への黙示的考察』を読ん

で 伊藤満

一番隠したいことは実は一番知ってほしいこと 「私た

ちの部落問題 vol.2～カミングアウトとアウティングを

考える」に参加して 李信恵

部落共同体論 形成期の社会的分業とその構造 16 第2部

部落差別の原点・原理─その構造と定義 第2章 「差別

の構造」―民を支配する原理 1 川元祥一

部落解放研究くまもと 74（熊本県部落解放研究会刊，
2017.10）

「部落差別解消推進法」施行と今後の課題～インターネッ

トと部落差別の現実～ 川口泰司

現在の部落問題の状況と課題について 花田昌宣

史料紹介

徳富蘇峰宛て栗須七郎書簡 矢野治世美／富岡代官所諸

届願報告などの草稿―平井家文書（『白木尾文書』）―

矢野治世美，吉田文男

部落問題研究 222（部落問題研究所刊，2017.9）：1,0
58円

近世大坂・西道頓堀南側の開発過程 八木滋

社会福祉政策における「居場所」概念の検討―『厚生白

書』・『厚生労働白書』を通して― 鈴木忠義

非人・乞食の位相―『日本永代蔵』にみる創作意識の一

面― 小原亨

書誌的批判的考察：上原善広編『路地 被差別部落をめ

ぐる文学』―はじめて取り組む分野なら先人の努力に敬

意を払ってほしい― 秦重雄

むこうにみえるは ウェーブ21通信 10（人権ネット
ワーク・ウェーブ21刊，2017.11）

唄い継ぐこころ （下） 歌い継ぐ決意

ゆいぱる 27（姫路市人権啓発センター刊，2017.10）
特集 人権についての姫路市民意識調査から 1

リベラシオン 167（福岡県人権研究所刊，2017.9）：1,
000円

特集 葉山嘉樹原作の映画「ある女工記」

「部落差別の解消の推進に関する法律」の意義とこれか

らの課題 内田博文

明治22年の町村制施行と部落問題について 1―福岡県那

珂郡豊平村の創出経緯― 関儀久

水平運動の人々 大鶴儀走氏聞き書き 金山登郎

民衆史こぼれ話 片隅に生きた人たち 30 再び村上玄水

について 石瀧豊美

燎原 221（燎原社刊，2015.11）
9月例会報告 「検証 京都の勤評闘争―田中地区同盟休

校を中心に」 生駒佳也さんの報告

BOOK 杉本弘幸『近代日本の都市社会政策とマイノリティ

―歴史都市の社会史―』

理論と動態 8（社会理論・動態研究所編刊，2015.12）
差別と生と通俗道徳―闘わなかったある被差別部落民一

族の自立― 小早川明良

ルシファー 20（水平社博物館刊，2017.10）：500円
公開講座報告 水平社と朝鮮衡平社の交流について 水野

直樹さん

和歌山研究所通信 57（和歌山人権研究所刊，2017.9）
部落差別の解消のために、国際人権法は意外と役に立ち

ますよ 1 李嘉永

御幸森小学校「猪飼野」からの発信～ユネスコスクール

認定と5年間の取り組みについて～ 足立須香
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語る・かたる・トーク 273（横浜国際人権センター刊，
2017.11）：550円

シリーズ「解放教育」継承への扉 70 就職差別との闘い

と進路保障 2─応募用紙の明らかな差別─ 外川正明

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「遊び感覚で広がる差別言葉」 吉成タダシ

かわとはきもの 181（東京都立皮革技術センター台東
支所刊，2017.9）

靴の歴史散歩 126 稲川實

皮革関連統計資料

きょう COLOR 7（京都市人権文化推進課刊，2017.11）
見て・知って人権 京の学生が行く7 柳原銀行記念資料館

教育学の研究と実践 12（北海道教育学会刊，2017.9）
戦後における中学校夜間学級の成立過程―1947年から19

60年代の奈良県に着目して― 横関理恵

グローブ 91（世界人権問題研究センター刊，2017.10）
室町時代の祇園祭と乗牛風流 河内将芳

在日朝鮮人史研究 47（在日朝鮮人運動史研究会編，2
017.10）：2,400円

「協和会」研究の成果と課題 木村健二

栁原吉兵衛所蔵史料に見る「大阪府内鮮協和会」 塚﨑

昌之

「巣鴨事件」の在日朝鮮人群像―事件への関わりとそれ

ぞれの生 川口祥子

解放後在日朝鮮人運動における「関東大虐殺事件」の真

相究明・責任追及（1945―49年） 鄭永寿

在日女性同人誌『鳳仙花』研究―マイノリティ在日朝鮮

人女性言説の世界 崔順愛

なぜ在日コリアンは全国に存在するのか―定量分析を用

いて 李光宰

地域の在日朝鮮人のライフヒストリーと歴史学習 鮎澤

譲

太平洋を渡る在日コリアン・韓国系アメリカ人の生活史

―日米韓三ヶ国間移動からアイデンティティを検討する

キム ソニア

社会経済史学 第83巻第2号（社会経済史学会刊，2017.8）
書評 杉本弘幸著『近代日本の都市社会政策とマイノリ

ティ―歴史都市の社会史―』 山口由等

人権と部落問題 904（部落問題研究所刊，2017.10）：
600円

特集 放課後の子どもたち

部落問題研究所70年の面影 17 未来を生きる 高校部落

問題研究会 東上高志

2016年度部落問題研究所定期誌総目次

機関誌『人権と部落問題』（884号～897号）／機関誌

『部落問題研究』（216輯～220輯）

人権と部落問題 905（部落問題研究所刊，2017.11）：
600円

特集 老いて生きる

文芸の散歩道 乞食・非人への慈悲のありかた―『可笑

記』より― 小原亨

部落問題研究所70年の面影 18 地域から日本を 東上高志

人権と部落問題 906（部落問題研究所刊，2017.12）：

600円

特集 暴走する政治に抗して

本棚 部落問題研究所編『ここまできた部落問題の解決-

「部落差別解消推進法」は何が問題か―』 重岡式輿

文芸の散歩道 大正期の児童文学作品から―『日蔭の花』

「穢多の子」― 秦重雄

部落問題研究所70年の面影 19 移行期 東上高志

振興会通信 136（同和教育振興会刊，2017.9）
同朋運動史の窓 42 左右田昌幸

振興会通信 137（同和教育振興会刊，2017.11）
同朋運動史の窓 43 左右田昌幸

崇仁～ひと・まち・れきし～ 4（崇仁発信実行委員
会刊，2017.11）

高瀬川の河畔と懐かしい祖母の想い出 山内政夫

崇仁の川の流れを変える 元・京都市都市計画局住宅室

室長のお話より

月刊スティグマ 255（千葉県人権センター刊，2017.1
0）：500円

現代社会の部落差別論に挑戦する 2 差別論再構築の前

提 鎌田行平

全国隣保館連絡協議会情報誌 75（全国隣保館連絡協
議会刊，2017.11）：500円

地域の歴史 武内了温の足跡と思想を顕彰する取り組み

兵庫県たつの市立総合隣保館

地域と人権京都 749（京都地域人権運動連合会刊，20
17.9.15）：150円

今なぜ、「部落差別固定化法」なのか 12 川部昇

地域と人権京都 750（京都地域人権運動連合会刊，20
17.10.1）：150円

今なぜ、「部落差別固定化法」なのか 13 川部昇

であい 666（全国人権教育研究協議会刊，2017.9）：1
60円

人権のまちをゆく 74 フィールドワーク 畝傍山周辺と

旧洞村

人権文化を拓く 238 欧州難民・移民危機を追いかけて

坂口裕彦

であい 667（全国人権教育研究協議会刊，2017.10）：
160円

人権文化を拓く 239 最初から"難民"と呼ばれていた人

はいないから 安田菜津紀

であい 668（全国人権教育研究協議会刊，2017.11）：
160円

人権文化を拓く 240 護憲・改憲の前に、まず知憲 谷口

真由美

日本史研究 660（日本史研究会刊，2017.8）：750円
追悼 赤井達郎先生のこと―あまりに個人的な文脈で―

岸文和

ヒューマン Journal 222（自由同和会中央本部刊，20
17.9）

部落解放運動40年を振り返って 25 部落解放に反天皇制

は無用 5 灘本昌久

ヒューマンライツ 354（部落解放・人権研究所刊，20
17.9）：540円

2018年1月25日
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□所 在 地 〒603-8151 京都市北区小山下総町5-1 京都府部落解放センター３階

□TEL/FAX 075-415-1032

□U R L http://shiryo.suishinkyoukai.jp

□開室日時 月曜日～金曜日 第２・４土曜日 10時～17時（祝日・木曜（月2回）・年末年始は休みます）

□交通機関 市営地下鉄烏丸線「鞍馬口」駅（京都駅より約10分）下車 北へ徒歩５分

◇今年度の「差別の歴史を考える連続講座」は、全6回終了しました。講演録を3月末に発行予定です。
ご希望の方は、メール・FAX等でご連絡ください。
◇次年度の連続講座につきましては、次号でお知らせする予定です。

IMADR通信 192（反差別国際運動刊，2017.11）
特集 マイノリティ女性に対する暴力

解放新聞 2828（解放新聞社刊，2017.9.25）：90円
ノンフィクションからの警鐘 番外編 鎌田慧著『声なき

人々の戦後史 上・下』 音谷健郎

解放新聞 2829（解放新聞社刊，2017.10.2）：90円
本の紹介 谷元昭信著『冬枯れの光景 部落解放運動への

黙示的考察 上・下』 友永健三

解放新聞 2838（解放新聞社刊，2017.12.11）：90円
本の紹介 新海均著『いのちの旅人―評伝・灰谷健次郎』

日野範之

解放新聞大阪版 2111（解放新聞社大阪支局刊，2017.
10.5）

この人に聞く 1 浅香支部支部長 塩根仁さん

解放新聞大阪版 2117（解放新聞社大阪支局刊，2017.
12.5）

河内ブロックかわら版 差別のりこえ購入 北条の地車

（だんじり）物語

解放新聞京都版 1096（解放新聞社京都支局刊，2017.
9.20）：70円

本の紹介 沖浦和光著『宣教師ザビエルと被差別民』

解放新聞京都版 1099（解放新聞社京都支局刊，2017.
10.20）：70円

人権文化講座 「ていぼう」に生きた在日コリアン 東九

条「40番地」の歴史を伝える

解放新聞京都版 1101（解放新聞社京都支局刊，2017.
11.10）：70円

本の紹介 上間陽子著『裸足で逃げる 沖縄の夜の街の少

女たち』

解放新聞東京版 916（解放新聞社東京支局刊，2017.9.
15）：93円

木下川で出会った人たち 1 今、なぜ「産業・教育資料

室きねがわ」なのか 岩田明夫

解放新聞東京版 917（解放新聞社東京支局刊，2017.1
0.1）：93円

木下川で出会った人たち 2 今、なぜ「産業・教育資料

室きねがわ」なのか 岩田明夫

解放新聞東京版 918（解放新聞社東京支局刊，2017.1
0.15）：93円

木下川で出会った人たち 3 今、なぜ「産業・教育資料

室きねがわ」なのか 岩田明夫

解放新聞東京版 919（解放新聞社東京支局刊，2017.1
1.1）：93円

木下川で出会った人たち 4 今、なぜ「産業・教育資料

室きねがわ」なのか 岩田明夫

解放新聞東京版 921（解放新聞社東京支局刊，2017.1
2.1）

部落のフィールドワークから見えてきたもの 皮革の仕事

解放新聞奈良県版 1072（解放新聞社奈良支局刊，201
7.11.10）：50円

「両側から超える」公開学習会 「基調・差別論2」-1

伊藤満

解放新聞奈良県版 1073（解放新聞社奈良支局刊，201
7.11.25）：50円

「両側から超える」公開学習会 「基調・差別論2」-2

伊藤満

語る・かたる・トーク 271（横浜国際人権センター刊，
2017.9）：550円

シリーズ「解放教育」継承への扉 68 拡散された新たな

「部落地名総鑑」6─身元調査の原簿となった戸籍─ 外

川正明

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「ホンネとタテマエ」 吉成タダシ

語る・かたる・トーク 272（横浜国際人権センター刊，
2017.10）：550円

シリーズ「解放教育」継承への扉 69 就職差別との闘い

と進路保障 1―誰も疑問に思わなかった時代― 外川正

明

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「Say no to Racism」 吉成タダシ

～各逐次刊行物の目次の中から部落問題関係のものを中心にピックアップしました～


